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令
和
元
年
度
を
迎
え
て

小
田
原
ガ
イ
ド
協
会
会
長

堀
池

衡
太
郎

早
い
も
の
で
、
会
長
職
を
仰
せ
つ

か
っ
て
四
年
日
に
な
り
ま
し
た
。
観

光
都
市
宣
言
を
し
て
い
る
小
田
原

観
光
の
ギ
ア
が
一
段
ス
テ
ッ
プ
ア

ッ
プ
す
る
時
で
、
元
号
も
平
成
か
ら

令
和
と
な
り
、
新
し
い
気
持
ち
で
今

年
度
の
事
業
に
向
か
い
た
い
と
思

い
ま
す
。

(
一
)

早
川
観
光
案
内
所
は
前
回

O
G
〇
第
七
九
号
に
述
べ
ま
し
た

の
で
現
在
決
定
し
活
動
し
て
い
る

こ
と
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
下
期
開

設
に
向
け
て
具
体
的
運
営
方
法
は

八
月
ま
で
に
、
理
事
会
の
審
議
を
経

て
決
定
し
ま
す
。
初
年
度
の
稼
働
日

数
は
五
八
日
に
な
り
ま
し
た
。
令
和

二
年
は
最
低
一
一
〇
日
の
稼
働
規

模
に
な
り
、
今
年
度
は
そ
の
礎
的
な

活
動
が
出
来
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。
様
々
な
活
動
を
柔
軟
性
の
あ
る

思
考
を
持
っ
て
、
「
恐
れ
ず
考
え
る

前
に
や
っ
て
見
る
」
の
心
境
で
活
動

を
し
て
い
た
だ
け
ば
幸
甚
で
す
。
初

年
度
目
標
は
観
光
案
内
所
機
能
を

満
た
す
こ
と
に
重
点
を
置
い
て
下

さ
い
。

(
二
)

歴
史
的
風
致
維
持
整
備
保

全
活
用
事
業
の
参
入
で
す
が
、
先

輩
の
長
年
の
強
い
要
望
で
も
あ
り

ガ
イ
ド
協
会
が
「
さ
す
が
小
田
原
ガ

イ
ド
協
会
」
と
評
価
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
な
事
業
に
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
複
数
年
度
の
事
業
に
向

け
て
「
レ
ス
ト
ス
ペ
ー
ス
(
公
園
的

機
能
を
有
し
た
場
所
)
」
の
管
理
・

維
持
や
ガ
イ
ド
ス
タ
イ
ル
を
構
築

す
る
た
め
に
、
平
日
も
非
日
常
が
味

わ
え
る
活
動
が
で
き
れ
ば
理
想
で

す
。
理
想
的
な
活
動
が
で
き
、
継
承

可
能
な
路
線
が
見
え
る
よ
う
で
あ

れ
ば
、
今
年
度
か
ら
の
参
入
を
意
識

し
て
い
ま
す
。

(
三
)

観
光
客
の
回
遊
性
を
積
極

的
に
向
き
合
う
方
法
と
し
て
、
ガ
イ

ド
協
会
の
強
力
な
推
進
力
で
あ
る

「
回
遊
バ
ス
・
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
」

の
動
力
を
積
極
的
に
使
用
す
る
こ

と
で
す
。
回
遊
バ
ス
を
使
っ
た
ガ
イ

ド
企
画
、
こ
ち
ら
は
回
遊
バ
ス
運
営

委
員
会
の
主
催
で
企
画
・
号
外
ガ

イ
ド
が
な
い
空
白
の
七
月
・
八
月
に

向
け
て
稼
働
を
始
め
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
を
使
っ
た
ガ

イ
ド
企
画
は
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
委

員
会
が
日
程
を
調
整
し
コ
ー
ス
作

成
、
試
走
を
始
め
ま
す
。
安
全
を
第

一
に
考
え
、
都
市
部
ま
ち
づ
く
り
交

通
課
に
自
転
車
通
行
の
ピ
ク
ト
グ

ラ
ム
を
回
遊
す
る
道
に
設
営
を
依

頼
し
て
い
ま
す
。
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
豊

か
な
企
画
を
創
出
す
る
予
定
で
す
。

積
極
的
回
遊
性
の
典
型
と
し
た
着

地
型
観
光
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
大
病
を

経
験
し
た
私
は
、
体
力
的
に
職
に
耐

え
ら
れ
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

倒
れ
ず
ガ
イ
ド
協
会
活
動
を
運
営

す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
先
輩

諸
氏
や
同
僚
そ
れ
と
現
在
、
私
の
周

り
で
細
か
く
心
使
い
を
し
て
い
た

だ
き
、
補
佐
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

方
々
の
お
か
げ
と
感
謝
を
し
て
い

る
こ
と
を
こ
の
紙
面
を
借
り
て
御

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
̃
テ
、
激
動
の
十
連
休
も
終
わ

っ
た
こ
と
で
す
。
ク
ラ
ッ
チ
を
踏
込

み
、
ギ
ア
を
入
れ
て
ユ
ツ
ク
リ
と
走

り
始
め
ま
す
か
。
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シ
リ
上
ズ
二
宮
尊
徳
③

藩
主
大
久
保
忠
真
と
金
次
郎

高
杉

昭
贋

大
久
保
忠
真

(
藩
主
期
間
一
七

九
六
̃
一
八
三
七
)

は
寛
政
八
年

(
一
七
九
六
)

小
田
原
藩
主
と
な

り
、
幕
府
の
寺
社
奉
行
、
大
坂
城

代
、
京
都
所
司
代
、
老
中
、
さ
ら

に
老
中
首
座
を
勤
め
た
大
名
で
あ

る
。
文
政
元
年

(
一
八
一
八
)

十

一
月
、
老
中
に
昇
進
し
た
大
久
保

忠
真
は
、
江
戸
に
赴
任
す
る
途
中
、

酒
匂
川
の
河
原
で
、
領
内
の
働
き

者
、
親
孝
行
者
な
ど
十
三
名
を
表

彰
し
た
。
そ
の
中
の
一
人
が
金
次

郎
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
忠
真
と
の

初
め
て
の
出
会
い
で
あ
り
、
そ
の

後
の
金
次
郎
の
生
き
方
に
大
き
な

影
響
を
与
え
た
出
来
事
で
あ
る
。

表
彰
の
文
言
は

「
か
ね
が
ね
農
業

に
出
精
し
て
心
が
け
が
良
い
と
聞

い
た
。
そ
の
身
は
い
う
ま
で
も
な

く
、
村
の
た
め
に
も
な
り
、
近
頃

大久保忠真

惰
弱
な
風
俗
の
中
で
特
に
一
段

奇
特
な
こ
と
で
あ
る
か
ら
ほ
め

て
お
く
。
役
を
勤
め
る
も
の
は
そ

の
身
を
怠
っ
て
は
万
事
ゆ
き
と
ど

か
な
い
こ
と
に
も
な
り
、
小
作
た
ち
の

手
本
に
も
な
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、

い
よ
い
よ
励
ま
ね
ば
な
ら
な
い
」

で

あ
っ
た
。
金
次
郎
は

「
そ
の
身
は

い
う
ま
で
も
な
く
、
村
の
た
め
に

も
な
り
」

と
い
う
言
葉
に

「
自
分

の
こ
と
の
み
思
っ
て
や
っ
て
き
た

こ
と
が
実
は
人
の
た
め
に
な
っ
て

い
た
」

と
気
付
い
て
、
こ
れ
か
ら

は

「
人
の
た
め
に
生
き
よ
う
」

と

人
生
観
が
か
わ
っ
た
。
金
次
郎
三

十
一
歳
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
忠
真

の
厚
い
信
頼
を
得
て
、
桜
町
を
は

じ
め
六
百
余
の
農
村
の
復
興
や

い
く
つ
か
の
藩
の
財
政
再
建
に
貢

献
し
た
。

文
政
四
年

(
一
八
二
一
)
、
忠

真
か
ら
桜
町
領
の
復
興
の
委
嘱
を

受
け
て
か
ら
約
十
年
経
過
し
た

天
保
二
年

(
一
八
三
一
)
、
日
光

参
詣
の
帰
途
、
結
城
に
滞
在
し
て

い
た
忠
真
に
、
金
次
郎
は
桜
町
復

興
の
次
第
を
報
告
し
た
。
そ
の
時

忠
真
は

「
そ
ち
の
や
り
方
は
論
語

に
あ
る
『
徳
を
以
っ
て
徳
に
報
い

る

(
以
徳
報
徳
)

』

と
い
う
こ
と

で
あ
る
な
」

と
言
わ
れ
た
と
伝
え

ら
れ
る
。
そ
れ
か
ら

「
報
徳
」

の

言
葉
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

金
次
郎
は
自
分
の
仕
法
を

「
報
徳
」

と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
と
い
わ
れ

て
い
る
。

家
老
服
部
家
の
家
政
立
て
直
し
、

文
政
元
年
の
表
彰
、
年
貢
用
の
柵

の
改
正
等
で
忠
真
に
認
め
ら
れ
、

桜
町
嶺
の
復
興
に
よ
り
忠
真
の
金

次
郎
へ
の
信
頼
は
さ
ら
に
高
ま
っ

て
い
っ
た
。

そ
し
て
天
保
の
大
飢
饉

(
天
保

四
年
̃
天
保
十
年
)

の
最
中
の
天
保

八
年

(
一
八
三
七
)

二
月
、
忠
真

は
桜
町
で
指
導
中
の
金
次
郎
を
江

戸
に
呼
び
寄
せ
、
手
元
金
千
両
を

授
け
、
小
田
原
藩
の
米
蔵
を
開
い

て
餓
死
寸
前
の
領
民
を
救
済
す
る

よ
う
命
じ
た
。
金
次
郎
は
夜
行
で

小
田
原
に
着
い
た
が
、
追
っ
か
け

て
来
る
は
ず
の
主
席
家
老
辻
七
郎

右
衛
門
が
、
忠
真
の
病
気
が
重
く

な
っ
た
た
め
動
け
な
く
な
っ
た
。

金
次
郎
は
忠
真
公
の
命
令
だ
と
言

っ
て
米
蔵
を
開
く
よ
う
に
伝
え
て

も
重
臣
達
は
江
戸
か
ら
の
命
令
が

な
い
か
ら
確
認
す
る
ま
で
待
て
と

拒
否
を
続
け
た
。

「
百
姓
達
は
米
一
粒
食
べ
ら
れ

酒匂川河原の表彰の碑

ず
に
い
る
。
お
役
の
方
々
も
何
も

食
べ
ず
に
評
議
す
れ
ば
す
ぐ
に
決

す
る
だ
ろ
う
」

と
の
金
次
郎
の
言

葉
に
よ
う
や
く
米
蔵
が
開
か
れ
、

領
内
一
六
四
ケ
村
、
四
万
三
百
九

十
人
が
救
わ
れ
た
。
金
次
郎
が
飢

民
救
済
中
の
三
月
に
忠
真
公
は
病

没
し
た
。

「
あ
あ
、
わ
が
道
ま
さ
に
窮
厄

に
遭
う
。
賢
君
、
上
に
あ
り
て
こ
そ

富
国
安
民
の
法
を
行
な
い
得
る
。

誰
と
共
に
民
を
安
ん
ず
べ
き
や
」

と
嘆
い
た
と
い
う
。
金
次
郎
は
忠

真
に
よ
っ
て
活
躍
の
場
へ
と
導
か

れ
た
と
い
え
る
だ
ろ
ナ
ス

参
考
資
料

「
か
い
び
ゃ
く
」
平
成
三
年
一
月
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◆
企
画
ガ
イ
ド
◆

秀
吉
軍
陣
場
か
ら

北
条
大
外
郭
を
眺
め
る

中
野

茂
夫

二
月
十
六
日
(
土
)
晴
れ
。
前
日
か
ら
天

気
と
寒
さ
が
心
配
で
し
た
が
快
晴
。
参

加
者
九
十
六
名
が
七
班
に
分
か
れ
て
箱
根

登
山
鉄
道
の
箱
根
板
橋
駅
を
順
次
出
発
。

コ
ー
ス
は
細
川
忠
興
の
富
士
山
陣
場

佐
野
天
守
、
宇
喜
多
秀
家
陣
場
、
水
之

尾
毘
沙
門
天
、
辻
村
農
園
、
わ
ん
ぱ
く

ラ
ン
ド
で
昼
食
し
羽
柴
秀
次
秀
勝
陣
場
、

黒
田
官
兵
衛
陣
場
、
蒲
生
氏
郷
陣
場
、

土
方
陣
場
で
解
散
の
約
五
時
間
の
行
程

で
し
た
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
各
陣
場
か

ら
の
眺
望
も
良
く
特
に
細
川
忠
興
の
富

士
山
陣
場
は
遺
構
も
残
っ
て
お
り
参
加

者
に
は
好
評
で
し
た
。
登
り
坂
の
多
い

行
程
で
し
た
が
、
辻
村
農
園
の
梅
や

綺
麗
な
河
津
桜
も
見
ら
れ
、
お
客
様
の

ア
ン
ケ
ー
ト
に
、
お
土
産
も
付
い
て

ガ
イ
ド
案
内
も
良
か
っ
た
と
書
い
て
い

た
だ
き
安
堵
。
企
画
ガ
イ
ド
初
参

加
の
方
は
二
十
三
名
、
二
回
か
ら
五
回

目
参
加
の
お
客
様
が
大
半
で
、
協
会
企

画
ガ
イ
ド
の
人
気
の
高
い
事
が
判
り
ま

し
た
。

入
会
一
年
目
の
私
に
は
お
客
様
へ
の
ガ

イ
ド
は
無
い
と
思
い
企
画
に
参
加
し
ま

し
た
が
、
九
月
二
十
二
日
に
委
員
八
名

が
集
り
打
合
せ
開
始
。
十
月
か
ら
二
月

ま
で
、
毎
月
時
間
を
か
け
て
の
コ
ー

ス
、
時
間
設
定
、
地
図
作
成
や
お
土
産

決
め
と
手
配
、
勉
強
会
資
料
の
作
成
等

打
合
せ
や
委
員
全
員
で
歩
い
て
現
地
コ

ー
ス
の
再
確
認
と
下
見
勉
強
会
を
経
て

私
の
参
加
も
現
実
と
な
り
仕
事
帰
り
も

家
で
は
自
習
を
繰
返
し
て
来
ま
し
た
。

今
回
の
企
画
ガ
イ
ド
の
終
了
後
に
は
自

分
自
身
の
達
成
感
と
安
堵
感
で
一
杯
で

し
た
。

◆
企
画
ガ
イ
ド
◆

箱
根
八
里
「
天
下
の
鹸
」
を
歩
こ
う

甘
酒
茶
屋
̃
箱
根
宿

神
田

耕
治

昨
年
、
箱
根
八
里

(
小
田
原
宿
か
ら

三
島
宿
)

が
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
。

今
回
は
シ
リ
ー
ズ
の
最
終
回
。
甘
酒
茶

屋
か
ら
箱
根
宿
ま
で
だ
。
開
催
日
は
冬

を
避
け
て
四
月
に
し
た
が
、
お
天
気
は

雨
や
雪
が
降
っ
て
、
安
定
し
て
い
な
い
。

四
月
十
一
二
日
、
当
日
の
朝
早
く
空
を

見
上
げ
る
と
見
事
な
快
晴
。
お
客
様
五

十
人
と
我
々
は
湯
本
か
ら
臨
時
便
の
バ

ス
で
甘
酒
茶
屋
に
到
着
し
た
。
江
戸
時

代
、
旅
人
は
畑
宿
か
ら
急
坂
を
登
り
こ

の
甘
酒
茶
屋
で
甘
酒
を
飲
ん
で
体
を
癒

し
た
そ
う
だ
。
か
ね
て
の
打
ち
合
わ
せ

の
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
分
散
し
て
ガ
イ

ド
開
始
。
ま
ず
目
に
し
た
の
が
可
憐
な

桜
。
下
を
向
い
て
恥
ず
か
し
そ
う
に
咲

い
て
い
る
。
乙
女
桜

(
マ
メ
ザ
ク
ラ
)

だ
。
歩
き
始
め
た
。
箱
根
旧
街
道
で
一

番
長
い
石
畳
に
到
着
。
気
を
付
け
な
が

ら
一
歩
一
歩
ゆ
っ
く
り
急
坂
を
登
っ
て

行
っ
た
。
お
玉
観
音
堂
で
休
憩
。
関
所

破
り
で
処
刑
さ
れ
た
幼
い
お
玉
さ
ん
の

霊
に
黙
と
う
し
、
後
ろ
を
振
り
返
る
と
、

「
二
子
山
が
二
つ
も
あ
る
!
四
子
山
だ

!
」

と
お
客
様
の
声
。
火
山
活
動
の
な

せ
る
業
だ
。
表
二
子
に
裏
四
子
と
い
わ

れ
て
い
る
。

◆
企
画
ガ
イ
ド
◆

石
垣
山
二
夜
城
」
太
閤
記松

下

信

予
報
で
は
朝
方
ま
で
雨
、
そ
の
後

は
曇
り
と
い
う
事
で
し
た
が
、
先
着

順
に
出
発
す
る
頃
に
は
、
ま
た
ぽ
つ
り

ぽ
つ
り
と
降
り
出
し
ま
し
た
。
江
戸
城

に
運
ぶ
途
中
で
置
き
去
り
に
な
っ
た
石

の
説
明
の
頃
か
ら
、
雨
足
が
段
々
と
強

く
な
り
、
石
曳
道
に
着
く
頃
に
は
本
降

り
の
雨
と
な
り
ま
し
た
が
、
お
客
様
は

熱
心
に
耳
を
傾
け
て
く
れ
ま
し
た
。

石
丁
場
は
、
濡
れ
て
滑
る
た
め
、
現

場
は
希
望
者
の
み
の
見
学
と
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
霧
も
出
始
め
石
垣
山
に
つ

い
た
頃
に
は
山
全
体
が
モ
ヤ
に
包
ま
れ

て
い
ま
し
た
。
リ
ー
ダ
ー
が
先
に
用
意

し
て
く
れ
た
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
が
敷
い
て

あ
る
東
屋
に
て
早
め
の
食
事
を
し
た
後
、

一
夜
城
の
ご
案
内
を
い
た
し
ま
し
た
。

東
曲
輪
を
抜
け
た
馬
屋
曲
輪
に
て
、
復

元
イ
メ
ー
ジ
図
を
お
見
せ
し
な
が
ら
解

説
、
井
戸
曲
輪
は
滑
り
や
す
い
た
め
、

上
か
ら
の
説
明
と
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
企
画
の
メ
イ
ン
で
あ
る
ミ
ニ
講

座
は
、
雨
が
凌
げ
る
場
所
で
実
施
し
ま

し
た
。
他
の
班
の
方
々
も
そ
れ
ぞ
れ
工

夫
を
こ
ら
し
て
、
ミ
ニ
講
座
を
さ
れ
た

と
の
こ
と
で
し
た
。

本
城
曲
輪
で
は
、
五
十
メ
ー
ト
ル
先

が
霧
で
見
え
ず
、
咲
く
シ
ャ
ガ
の
花
が

幻
想
的
に
浮
か
び
上
が
っ
て
見
え
ま
し

た
。
大
雨
で
視
界
も
不
良
の
た
め
、
午

後
の
部
は
、
中
止
す
る
旨
四
十
九
名
の

参
加
者
に
お
伝
え
し
た
所
、
十
四
名
の

方
が
最
後
ま
で
歩
く
こ
と
を
希
望
さ
れ

た
た
め
、
先
輩
二
人
が
早
川
駅
ま
で
ご

案
内
い
た
し
ま
し
た
。
雨
の
中
熱
心
に

お
聞
き
頂
い
た
お
客
様
に
は
心
よ
り
感

謝
い
た
し
ま
す
『

3



令和売年、新しい仲間を紹介しますI 《萎成講座・7聯生》

富榔 

愈萱塞護認諾藩脚勘 
出来事でした。これを踏み台に更なる高みをめざしたしも 

須藤未来(すとうみき) 

藩 ー’〉 ① 音楽鑑賞。楽器演奏。 

●言 帯看 ② 小田原の魅力をたくさんの方に伝えられるよ却こなりたい。 
音(、《淳\隷 

自分の出来る範囲で細く長く頑張ります。 

雪間 
賀葛 

今村孝(いまむらたかし) 

(D ウオーキン久写真撮影。海外旅行。手作り甲高。 

② 小田原についての知識を教えて頂いたので皆樹コ嫉□って 

頂きたしも知識は陳腐化するので常I葛開睨化していき1乱も 

∴ 

_」 

大測敬三(おおぶちけいぞ功 
∴∴ 

;
∴ 

① 読書。ウオーじ/グ。 

:・∴ 音ノー\ 

② お客様かまた「小田原」に来たいと思い、笑顔でお帰り 

いただげるガイ同こなるよう努力します。 

義輝 勝俣宏-㈲ヽつまたひろかす) 

① ゴ航九野菜作り。 

∴一∴∴ ∴:∵ 

②「し嶋も笑顔の応対」を心がナますも 諸星続くも劉ましみどの 

膿む音 ① 山登り。花のある風景の写真撮影。 

も言 

■ヽ 一 

②ガイドをする事を通して、小田原の魅力を追究していきたい。 

ご指導のほどよろしくお願いします。 

4珊 賀葛 小菅悟志(こすけさとし) 

① 城めぐり旅。鉄道旅。写真。 

② 郷土史の魅力をガイドを通じて、広く伝えていきたしも 

よろいお顕し雌 

渡辺実地子(わたなべみちこ) 

① 音楽鑑賞。おししいも棚烈火 

尋\ ② 学ぶ機会をいただいた事に感謝し、楽い取り組んでいきたしも 

①趣味・緒掠②抱負

・4-



や
さ
し
い
ジ
オ
パ
ー
ク
の
話

最
終
回

身
の
ま
わ
り
の

ジ
オ
サ
イ
ト

真
木

和
男

小
田
原
早
川
上
水
の
話

北
条
氏
は
、
約
五
百
年
前
に
、
城
下

町
と
宿
場
町
の
人
た
ち
の
た
め
に
早

川
か
ら
取
水
し
て
日
本
最
古
と
言
わ

れ
る
水
道
設
備
を
作
っ
た
。
足
柄
平
野

は
、
丹
沢
山
系
の
侵
食
に
よ
る
土
砂
が

酒
匂
川
に
よ
っ
て
運
ば
れ
、
堆
積
し
て

で
き
て
い
る
。
大
き
な
川
で
あ
れ
ば
あ

る
ほ
ど
大
き
な
平
野
が
で
き
る
。
そ
れ

で
は
小
田
原
府
内
の
こ
と
を
考
え
て

み
よ
う
、
西
に
大
き
な
早
川
と
東
に
小

さ
な
山
王
川
が
流
れ
て
い
る
。
小
田
原

府
内
は
、
西
に
大
き
な
堆
積
地
と
東
に

小
さ
な
堆
積
地
が
で
き
た
。
西
と
東
に

高
低
差
が
生
じ
て
い
る
。
小
田
原
早
川

上
水
は
西
と
東
の
高
低
差
を
利
用
し

て
西
か
ら
東
へ
自
然
に
流
れ
る
よ
う

に
し
た
。

地
球
の
気
候
変
化
は
、
二
万
年
前
の
氷

河
期
の
ピ
ー
ク
か
ら
暖
か
く
な
り
、
六

千
年
前
が
間
氷
期
(
暖
か
い
時
期
)
の

ピ
ー
ク
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
地
球

の
気
候
は
暖
か
く
な
れ
ば
極
地
の
氷

が
解
け
、
世
界
の
海
水
面
は
上
が
り
海

水
が
内
陸
ま
で
入
り
込
む
。
六
千
年
前

の
砂
丘
は
現
在
よ
り
も
内
陸
の
方
に

あ
っ
た
。
因
み
に
羽
根
尾
貝
塚
は
隆
起

と
気
候
変
動
に
よ
り
標
高
二
十
五
メ

ー
ト
ル
地
点
に
あ
る
。
北
条
氏
は
、
五

千
五
百
年
の
長
い
月
日
で
固
ま
っ
た

微
高
地
の
砂
丘
跡
を
道
路
に
し
て
水

道
を
通
し
、
両
側
の
家
屋
へ
自
然
に
配

水
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
水
道
設
備
は

道
路
に
風
祭
の
溶
結
凝
灰
岩
の
石
組

を
使
い
、
道
路
か
ら
各
家
屋
へ
木
管
を

使
っ
て
い
る
。

活
断
層
と
地
層
の
詰

山
か
ら
浸
食
さ
れ
た
土
砂
と
小
石

は
、
川
に
よ
っ
て
海
へ
運
ば
れ
る
。
海

底
の
土
石
は
、
粒
子
の
大
き
な
小
石
、

砂
、
泥
の
順
に
下
か
ら
上
へ
堆
積
す
る
。

海
底
の
地
層
は
、
上
か
ら
の
堆
積
の
圧

力
と
ガ
ラ
ス
の
素
の
ケ
イ
素
が
セ
メ
ン

ト
の
役
割
を
し
て
固
ま
り
岩
石
に
変

わ
る
。
海
底
の
泥
岩
や
砂
岩
は
、
隆
起

ま
た
気
候
変
動
に
よ
る
海
面
の
下
降

に
よ
っ
て
地
上
へ
現
れ
る
。
大
磯
か
ら

前
川
に
か
け
て
の
活
断
層
は
海
底
に

あ
る
と
言
わ
れ
る
。
海
底
の
地
層
は
大

き
な
地
震
の
た
び
に
活
断
層
の
働
き

で
隆
起
す
る
。
羽
根
尾
の
橘
中
学
や
小

竹
の
坂
呂
橋
付
近
で
見
ら
れ
る
泥
岩

と
砂
岩
の
地
層
は
、
活
断
層
に
近
い
海

岸
側
が
上
位
に
傾
い
て
い
る
。
因
み
に

吾
妻
山
や
国
府
津
山
の
山
容
は
、
海
岸

側
が
急
坂
で
、
内
陸
側
が
緩
や
か
に
な

っ
て
い
る
。

フ
ォ
ツ
サ
"
マ
グ
ナ
要
素
の

植
物
の
話

日
本
列
島
は
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
と

の
間
に
日
本
海
が
生
ま
れ
て
誕
生
し

た
。
そ
の
後
に
東
日
本
は
逆
時
計
回
り

に
、
西
日
本
は
時
計
回
り
に
回
転
し
た
。

日
本
海
と
太
平
洋
は
、
日
本
列
島
の
中

央
で
つ
な
が
り
、
フ
ォ
ツ
サ
・
マ
グ
ナ

(
大
き
な
溝
)
が
生
ま
れ
た
。
フ
ォ
ツ

サ
・
マ
グ
ナ
は
約
五
百
万
年
前
に
火
山

活
動
な
ど
の
働
き
で
隆
起
し
て
新
し

い
陸
地
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。
フ
ォ
ツ

サ
・
マ
グ
ナ
要
素
の
植
物
は
、
火
山
活

動
な
ど
の
厳
し
い
環
境
に
耐
え
ら
れ

る
よ
う
に
、
低
い
背
丈
、
小
さ
い
花
、

ガ
レ
場
に
育
つ
、
山
地
の
強
風
に
耐
え

る
植
物
の
み
が
生
き
残
っ
た
。
第
三
回

目
の
写
真
は
、
箱
根
の
強
風
に
負
け
な

い
サ
ン
シ
ョ
ウ
バ
ラ
を
掲
載
し
た
。

溶
岩
は
冷
え
て
固
ま
る
と
き
に
南
北

の
地
磁
気
を
記
憶
す
る
。
岩
石
は
ど
こ

へ
移
動
し
て
も
生
ま
れ
た
時
の
磁
北

の
方
向
を
示
す
。
日
本
海
が
誕
生
し
た

時
代
の
東
日
本
と
西
日
本
の
岩
石
を

調
べ
る
と
、
磁
北
を
示
す
べ
き
針
が
、

東
日
本
で
北
西
を
示
し
西
日
本
で
北

東
を
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
回
転
し

て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

ま
と
め

私
た
ち
の
ジ
オ
サ
イ
ト
は
、
四
回
シ

リ
ー
ズ
で
示
し
た
場
所
の
他
に
、
六
万

六
千
年
前
の
東
京
軽
石
の
火
砕
流
堆

積
物
は
I
R
線
沿
い
の
城
址
公
園
の

側
壁
に
、
軽
石
と
火
砕
流
と
火
山
灰
が

並
ん
だ
地
層
は
五
百
羅
漢
玉
宝
寺
の

幼
稚
園
の
グ
ラ
ン
ド
に
、
川
を
流
れ
て

堆
積
し
た
円
礫
の
地
層
は
飯
泉
橋
か

ら
見
え
る
酒
匂
川
の
左
岸
に
、
フ
ォ
ツ

サ
・
マ
グ
ナ
要
素
の
植
物
は
箱
根
声
之

湯
の
精
進
池
の
ま
わ
り
に
、
溶
結
凝
灰

岩
の
採
石
場
は
風
祭
の
荻
窪
用
水
の

近
く
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
私
た
ち

の
周
り
に
は
、
大
地
の
歴
史
を
示
し
て

い
る
場
所
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
自
分
の

ジ
オ
サ
イ
ト
を
自
宅
の
周
り
で
探
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。
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No 企画ガイド 日時・集合場所 参加費 コース 

1 小田原まちあるき 
①6月之宣日(金) ②8月宣6目(金) ①・②共 

①美術鋳物研究新一なりわい の魅力 ②栄町周辺-お城 

9:30へ12:00頃 小田原駅(]R改札前) 

700円 

2 

酒匂川・あじさいの 璽開成からアサヒピ -ル工蹄見学 

6月2日(日)約7k肌 

1000円 

開成駅一祖師聖跡一九十問堤防 
9:00へ12:00頃 ーあじさいの里・公園一瀬戸屋敷 

小田急線 ー岡野あじさい崖道一花アオイ 

開成駅(東口) 農道一アサヒビール工場 

3 

難攻不落の総樺を 

6月16日(日)約6km 

1000円 

箱根板橋駅̃早川二重戸張一澹 

9:00へ12:30頃 浪閣土塁一無量寺へなりわい交 

歩く(海辺編) 箱根登山鉄道 流館一北条稲荷一蓮上院土塁へ 

箱根板橋駅 井細田ロー小田原駅東口 

4 
籍根・堂ケ島渓谷 

6月20白 く木)約3k棚 

700円 

宮ノ下駅一熊野神社へデジャブ 

10:00へ12:30頃 坂へイワタバコの群生̃夢窓橋 

ぐるっと散歩 箱根登山鉄道 ー桜橋へイワタバコ万年橋跡へ 

宮ノ下駅 箱根神社一宮ノ下駅 

各 コース参加申込は、実 旗日の4与目前からです。申込み 電話番号:046与-22-8800 

ノ」 \田原ガイド協会HPでもご案内しています。 

リ
レ
ー
エ
ッ
セ
ー

わ
た
し
の
城
旅
④

ま
っ
こ
と
明
る
い

「
高
知
城
」

神
野

功
二

高
知
(
土
佐
藩
)
は
、
幕
末
か
ら
明
治
維
新
に
か

け
大
活
躍
し
た
坂
本
龍
馬
、
中
岡
慎
太
郎
や
岩
崎

弥
太
郎
(
三
菱
の
創
立
者
)
維
新
以
後
も
板
垣
退
助

小
田
原
に
も
縁
の
あ
る
田
中
光
顕
、
戦
後
の
吉
田
茂
首
相
等
近
現
代
の
節
目
に
関
係

す
る
多
く
の
人
材
を
輩
出
し
て
き
た
地
域
で
あ
る
。
実
は
こ
れ
ら
の
人
々
は
高
知
城

内
で
重
要
な
役
職
に
就
い
て
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
高
知
城
は
町
の
中
心
に
位
置
し

存
在
感
を
放
っ
て
い
る
。
城
に
ほ
ど
近
い
と
こ
ろ
に
あ
る
「
ひ
ろ
め
市
場
」
は
真
に

面
白
い
。
施
設
は
、
約
六
十
店
舗
で
名
物
の
鰹
の
た
た
き
、
す
し
、
刺
身
、
餃
子
、

枝
豆
、
総
菜
類
等
々
な
ん
で
も
新
鮮
で
美
味
し
く
、
安
い
。
酒
は
勿
論
地
元
の
銘
酒

が
揃
っ
て
い
る
。
東
京
の
築
地
場
外
市
場
、
横
浜
な
ら
ば
戦
後
に
ぎ
わ
っ
た
根
岸
家

(
焼
失
)
の
よ
う
で
あ
る
。
内
部
は
い
ろ
い
ろ
の
人
が
行
き
交
い
交
流
の
場
と
し
て

機
能
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
た
。
開
店
時
間
は
八
時
か
ら
二
三
時
ま
で
と
区
切
ら
れ

て
お
り
健
全
で
あ
る
。
高
知
城
の
周
り
で
は
曜
日
ご
と
に
場
所
を
変
え
、
高
知
県

内
の
農
産
物
、
海
産
物
、
各
種
特
産
品
の
露
店
が
立
ち
掘
り
出
し
物
も
あ
る
よ
う
だ
。

日
曜
市
に
は
約
四
百
店
が
軒
を
連
ね
壮
観
で
あ
る
。
私
は
、
桂
浜
の
龍
馬
像
、
ひ
ろ

め
市
場
、
本
場
よ
さ
こ
い
祭
り
等
の
見
学
で
度
々
高
知
を
訪
れ
て
い
る
が
、
高
知
城

は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
見
ら
れ
る
城
郭
都
市
の
中
心
に
あ
る
広
場
の
役
割
を
担
っ
て
い
る

と
感
じ
て
い
る
。
町
と
城
が
一
体
化
し
た
生
活
感
溢
れ
る
高
知
城
で
あ
る
。

6

三
月
以
降
の
退
会
者

府
川

喜
代
江
さ
ん

山
口

正
起
さ
ん

吉
田

正
道
さ
ん

宇
佐
美

弥
生
さ
ん

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

編
集
後
記

「
令
和
」

最
初
の
O
G
O
を
お
届
け
し
ま
す
。
次
号
よ
り

新
し
い
連
載
も
始
ま
り
ま
す
。
ご
期
待
下
さ
い
。

(
M
)

編
集
委
員

磯
崎
知
可
子

(
委
員
長
)

戸
田
博
史

鈴
木
康
子

中
村
哲
夫

宮
澤
周
子


